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◆今週の院長予定
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生きていることに感謝

シャワーを浴びられることに感謝

水が出ることに感謝

食事が三度食べられることに感謝

日本に来られたことに感謝

5月2日 月 8:00運営会議、17：30医局会

5月3日 火 憲法記念日

5月4日 水 みどりの日、11：30松江校オープンキャンパスでリモート挨拶

5月5日 木 こどもの日

5月6日 金 9：00外来、14：00手術、16：00コロナ会議、18：00来客

5月7日 土 9：45新須磨クリニック、13：30介護の家往診、15：00来客

◆コロナ関係 チョコレートで食中毒
全国の感染者は4万人前後の高止まりとなっていま
す。東京や大阪といった大都市は落ち着いてきてい
ますが、地方都市で増加傾向にあります。
「緊急事態宣言」も「まん延防止等重点措置」も発
令されていない3年ぶりのフリーな連休となりました。
海外へ行く人で空港は賑わい、高速道路は渋滞が
起こっています。感染に対する過剰反応がなくなり、
実際重症化例も少なくなっており、ウイズコロナに慣
れてきたように思います。

コロナではありませんが、チョコレートが原因の食中
毒が欧米11か国で151件確認されています。ベルギ
ーで製造された「KINDER]ブランドのチョコのバター
ミルクからからサルモネラ菌が検出されたそうです。
日本での発症例はありません。ウイスルも細菌も本
当にしたたかで手ごわい相手です。

いい言葉

◆私の本棚
・バイデンは赤い 変幻自在

高山正之 新潮社

著者は元産経新聞記者。現在辛口コラムニスト
として活躍中で、週刊新潮に連載しているコラム
を定期的にまとめて出版。これで16冊目で、私は
欠かさず購入し熟読しています。
朝日新聞やNHKなど自虐史感にそまり、左傾化
したメディアが流すニュースを鵜呑みにしないた
めに読んでいます。政治にも経済にも歴史にもそ
して戦争にも、表の顔と裏の顔があることがよくわ
かります。バイデン、アウンサンスーチー、日本学
術会議、原発事故の本質、難民問題、皇室問題
有識者会議、地球温暖化などに関して、一般のメ
ディアでは決して報じられない、事実と裏の事情
がよく分かります。

ネパールから来た介護研修生の言葉です。
ようやく渡航制限が解除され来日し、5月から老
健施設「いきいきの郷」に来ることになりました。
彼らは、日本に住む我々では想像できないよう
な厳しい環境で生まれ育ってきています。
いきいきの郷の西川事務長が、先日研修を受
けている彼らに面談にいったときに、聞いた感謝
の言葉です。

縁の下の力持ち⑬

医療サービス課

病院一階で主に業務を行っています。外来受
付、入退院受付、電話交換が表にみえる業務で
すが、奥の部屋では医療費のチェックと集計をお
こなっています。
医師が記載した病名を元に、処置、薬剤、医療
材料などのチェックし集計し、患者請求と保険者
請求へと振り分けていきます。
2年ごとに見直される複雑な診療報酬に対応し、
正確で確実な請求業務が求められます。
窓口には色々なクレームも寄せられ、それらへ
の対応も必要です。コロナ感染下では病院玄関
で検温チェックと消毒励行を喚起する業務もして
います。また、朝は各階に人を配置して案内もし
ています。
診療報酬の元締めであり、院内業務を円滑に行
うための潤滑油的な働きをしている部署です。

神戸で一番
親切で
丁寧で
優しい医療を


